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こ

の

ほ

ど

、

京

都

市

が

「

来

年

度

の

国

の

施

策

・

予

算

に

関

す

る

提

案

・

要

望
」
を
国
に
出
し
ま
し
た
。

も

ち

ろ

ん

市

民

の

要

望

も

含

ま

れ

て

い

ま

す

が

、

一

方

、

ム

ダ

づ

か

い

と

環

境

破

壊

の

大

型

事

業

も

挙

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。
「

堀

川

通

の

機

能

強

化

（

バ

イ

パ
ス
整
備
等
）
」
（
※
１
）
、

「

リ

ニ

ア

中

央

新

幹

線

の

京

都

駅

ル

ー

ト

の

実

現

」

（
※
２
）
な
ど
が
「
提
案
」

さ

れ

て

い

ま

す

。
「

国

の

理

解

と

協

力

が

必

要

な

提

案

・

要

望

を

ま

と

め

た

」

と
の
こ
と
で
す
が
、
国
の
、

格

差

拡

大

の

政

治

に

対

す

る
批
判
的
視
点
は
皆
無
で
、

国

の

「

理

解

と

協

力

」

を

求
め
る
だ
け
の
代
物
で
す
。

大
型
事
業
促
進
要
望
な
ど
、

む

し

ろ

国

の

悪

政

を

自

治

体

が

応

援

し

て

い

る

と

も

言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま

た

、

そ

れ

自

体

は

間

違

っ

て

い

な

い

要

望

だ

と

し

て

も

、

本

質

を

衝

い

て

い

な

い

た

め

に

、

問

題

の

根

本

を

は

ぐ

ら

か

し

て

い

る

項

目

も

あ

り

ま

す

。

典

型

は

「

法

人

が

払

っ

て

い

る

税

金

の

９

割

は

国

と

都

道

府

県

の

収

入

に

な

っ

て

先
日
、
党
市
議
団
と
し

て

他

都

市

調

査

に

行

っ

て

き

ま

し

た

。

横

浜

市

の

労

働

経

済

行

政

の

一

端

を

紹

介
し
ま
す
。

労
働
相
談
や
就
職
相
談
、

い

る

。

市

に

も

も

っ

と

よ

こ

せ

」

と

い

う

要

望

項

目

で
す
（
※
３
）
。

「

生

活

保

護

に

お

け

る

過

剰

な

医

療

を

制

限

す

る

仕

組

み

の

構

築

を

」

な

ど

と

、

露

骨

に

生

活

困

窮

者

か

ら

医

療

を

受

け

る

権

利

を

奪

お

う

と

す

る

か

の

よ

う

な

項

目

も

掲

げ

て

い

ま

す
（
※
４
）
。

各

種

労

働

デ

ー

タ

や

関

連

資

料

の

展

示

・

閲

覧

・

調

査
の
為
の
場
所
が
あ
り
（
写

真

左

）
、

ま

た

労

働

基

準

法
解
説
の
本
な
ど
も
発
行
。

ま
た
、
区
役
所
の
職
員
が
、

区

内

商

店

街

応

援

の

仕

事

に

も

従

事

。

い

ず

れ

も

、

京

都

で

も

大

い

に

参

考

に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

屋

根

の
設

置

が
実

現

大

石

橋
バ
ス
停

に

住

民

の

皆

さ

ん

の

長

年

の

運

動

が

実

り

、

こ

の

ほ

ど

、
「

大

石

橋

」

バ

ス

停

（

東

行

き

方

面

）

に

屋

根

の
設
置
が
実
現
し
ま
し
た
。

最
近
の

相

談

か
ら

◎

国

保

料

が

高

す

ぎ

て

払

え
な
い
。
資
格
証
明
書
（
窓

口

で

割

負

担

）

を

も

ら

10

う

。

井

上

議

員

と

区

役

所

へ

。

と

り

あ

え

ず

短

期

証

に

切

り

替

え

て

も

ら

う

。

近
日
、
減
免
申
請
の
予
定
。

◎
夫

が
死
亡
。
妻

と
、

A

B

夫

の

前

妻

と

の

子

（

成

C

人

）

が

残

さ

れ

た

が

B

C

で
暮
ら
す
の
は
気
ま
ず
い
。

→

市
営
住
宅
の
承
継
権
は

ど

ち

ら

に

も

あ

り

ま

す

。

一

緒

に

暮

ら

す

か

、

出

る

と

す

れ

ば

ど

ち

ら

で

も

。
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国
の
悪
政
は
、
翼
賛
・
反
住
民
自
治
体
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
る

政
府
と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
ム
ダ
遣
い
・
社
会
保
障
切
り
捨
て
へ

＝

京
都
市
が
国
へ
の
予
算
要
望
を
提
出

＝

（※１）堀川通～油小路通の東海道本線ガー

ド付近の「渋滞」を口実に、堀川～油小路通

りの五条・十条間の地下に道路を掘る計画。

（※２）東京～名古屋～大阪を結ぶ、超高速

列車計画で、自然破壊、莫大な費用、膨大な

電力消費、一層の東京への一極集中など、問

題だらけの代物。計画では名古屋・大阪間は、

京都市は通らない予定で、市長が焦っている。

（※３）以下は市の資料より

「 「国・地方の法人に係わる税率の内訳」

合計３０．７７％

国・京都府 京都市

２８．０９％ ２．６８％

（全体の９１%） （全体の９％）

法人が納める税のうち、本市に納められ

る割合は、わずか９％

→ 配分割合の拡充強化が必要 !! 」

しかし、

法人が納める国税・府税・市税の合計が、

３０．７７％とされていますが、様々な減

税措置により、大企業は、実際は１０％前

後しか払っていません（「不公平税制をた

だす会」の計算）。この現状を曖昧にした

ままでは、問題の本質に迫ることはでき

ません。

（米４）診察・治療は医師が医師の判断で

行うものです。健康診断も保障すべきです。

他
都
市
の
労
働
・
商
工
行
政
か
ら
学
ぶ


